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　梅雨入りの中でのあとがき原稿を書いているところですが，昨今の梅雨もかつ

てのじめじめとした，湿気の多い毎日という印象を変え，スコールのような突然

の強い雨と，一転して雨が上がるというパターンになったように思われます。ま

た，台風が近づきつつあります。亜熱帯化したといわれる日本，おそらく今年の

夏は昨年のような猛暑と急なスコール，雷に見舞われることと思います。一方で

天候だけでなく，原発再稼働と消費税論議も政局がらみでばたばたしていますが，

こちらはしばらくごたごたが続きそうです。

　5～7 月と耳鼻咽喉科関連の学会シーズンが一段落するころには，いよいよ本年

度の専門医試験も近づいてきます。受験される先生方はぜひ，本誌のバックナン

バーや，増刊号などを参考にして，多くの知識の整理と理解を深め，そろって合

格することを願っています。

　さて，今月号は「耳鼻咽喉科領域のアンチエイジング」という特集テーマとし

て，執筆者の先生方にアンチエイジングの総論，耳鼻咽喉科とアンチエイジング，

聴覚，平衡覚，嗅覚・味覚，音声言語，咀嚼・嚥下機能について詳細かつわかり

やすく解説していただいています。私たちも皆，必ず年を取り老化から逃げられ

ませんが，老化のメカニズム，それに伴う機能低下とそれら事象への適切な対応

について理解しておくことは重要です。現在アンチエイジング（anti-aging）とい

う言葉が一般化されていますが，個人的には老化に対抗する，逆らうというイメー

ジよりも co-aging というほうがしっくりきます。年には勝てないというため息が

出るときもありますが，後者のほうが「健やかに齢を重ねる」，あるいは「無理の

ない年の取り方」というニュアンスで，日本人の感性にはより合っているような

気がします。この mentality の差は，そもそも欧米人よりも日本人のほうが中高

年者は若く見えることに起因しているかもしれません？！　若々しく，ただしギ

ラギラすることもなく，健康に齢を重ねたいものです。 （吉原俊雄）
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